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１．概要（Summary ）： 

本研究では，最適化したナノ粒子配列を基板上に作

製し，それを用いて表面増強ラマン分光分析の高感度

化を目指した．最適なナノ粒子配列を用いることで，

10-11M の 4,4’-ビピリジン溶液で分子検出に成功し，

高感度分析を実証した． 

 

２．実験（Experimental）： 

本研究では，まず，京都大学ナノテクノロジーハブ

拠点の設備（高速高精度電子ビーム描画装置（A1），

深堀りドライエッチング装置（B8），レーザ直接描画

装置（A3））を利用してシリコン（Si）基板上にナノ

スケールトレンチ（幅 89 nm，深さ 38 nm，長さ 260 

nm）のアレイパターンを作製した．その後，金ナノコ

ロイド溶液を基板上で乾燥させることで，液架橋力に

よりナノ粒子（直径 100 nm）をナノトレンチに配列

した． 

配列後，ナノ粒子表面の有機分子を紫外線/オゾンク

リーナーにて除去し，顕微ラマン分光装置を用いて純

水に溶かした 4,4’-ビピリジン分子の検出実験を行っ

た． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

実験結果を Fig. 1に示す．分子濃度 10-3～10-13Mの

溶液を用いてスペクトルを取得したところ，10-11Mま

での溶液において，4,4’-ビピリジンに対応する，明確

なスペクトルが得られた．1600cm-1付近でのラマン強

度は 2×104 程度の強いピークであった．この結果に

より，最適化したナノ構造を用いて超高感度表面増強

ラマン分光分析が可能であることを示した． 

 

Fig. 1  Raman spectra of 4,4’-bipyridine with concentrations 

from 10-3 to 10-11 M using the fabricated nanoparticle 

structure.  
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